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基礎試錐r気仙沼沖」花嵩岩罰アの同位体年代

柴　田 賢＊

SHIBATA，K．（1986）Isotopic　ages　of　granite　core　from　the　MITI－Kesennuma　Oki　WeIL

　　Bz611．GθoJ．S％7か．∫α汐α銘，voL37（9），p．467－470．

Abst膿c重：Rb－Sr　whole－rock　and　K－Ar　mineral　ages　have　been　determined　on　granite

core　from　the　MITI－Klesennuma　Oki　Wel1，Northeast　Japan．The　age　of　emplacement　is

estimated　to　be　about125Ma　from　the　Rb－Sr　whole－rock　model　ages　of　three　granite

samples．Biotite　and　K：一feldspar　separated　from　a　sample　of　granite　gave：K－Ar　ages　of

121and111Ma，respectively’．Based　on　these　isotopic　ages，the　granite　core　is　identifie（i

as　one　of　Cretaceous　plutonic　rocks　in　the　Kitakami　Mountains，and　is　possibly　cor－

related，from　its　low　Sr　concentrations，to　the　Zone　I　pluton　in　the　Miyako　district．

1．はじめに．
　昭和59年度に実施された基礎試錐r気仙沼沖」は，

1843mにて花南岩に達し（石油公団，1985），そのコア

試料についてのRb－Sr年代測定が地質調査所に依頼さ

れた．小論では，花嵩岩コァの全岩試料のRb－Sr年代

及び鉱物のK－Ar年代の測定結果を報告し，花密岩の対

比について若干の考察を試みる．

　測定試料及び関連資料を提供していただき，測定結果

の発表を許可された通商産業省資源エネルギー庁ならび

に石油公団に深謝の意を表する．またK－Ar年代測定

に御協力を賜った内海茂技官に厚く御礼を申し上げる．

2．試料と測定方法

　基礎試錐r気仙沼沖」の坑井位置は第1図に示すよ

うに，気仙沼港東方35km，38。48／27．505”N，141057／

59．073”E（坑底）の地点である（石油公団，1985），年代測

定には次の3試料を使用した．

　6－4：深度　2024．30－2024．55m（石油公団，1985）

　　　岩質　黒雲母花闇岩

6－5

6－7

：深度

岩質

：深度

岩質

2025．23－2025．36m

黒雲母花闇岩

2026．74－2026．87m

黒雲母花嵐岩（カタクラサイト）

　約3kgの岩石試料を粗くだきし，二分法で縮分し，

約100gを細粉して全岩試料とした．Rb・Srの同位体・

＊技術部

希釈法による定量及び87Sr／86Sr比の測定はIsomass54E

型質量分析計を用いて行った．標準試料E＆Aのくり

返し測定の結果はα70808±0・00002（1σ）である，アイ

ソクロンはYoRK（1966）法により87Rb／86Sr比及び87Sr／

86Sr比の誤差をそれぞれ2％と0．015％（共に1σ）とし

て計算し，年代と87Sr／8㊧Sr初生値の誤差は2σで示し

た．87Rbの壊変定数は1．42×10一・・／yを用いた．

　K－Ar年代の測定は試料6－4から分離した黒雲母と

カリ長石について実施した．測定方法は柴田・内海

（1975）とほぼ同じである．K－Ar年代値の誤差は1σで

示し，λβ＝4．962×10－10／y，λ8＝o。581×10－10／y，40KIK＝

0．01167atom％の定数を用いた．

3・測定結果と考察

　3個の花闘岩についてのRb－Sr分析結果を第1表に

全岩アイソクロンを第2図に示した。図中には比較のた

め気仙沼北方地域に分布する氷上花南岩（第1図）のアイ

ソクロン（SHIBATA，1974）も示した．花闇岩コァのYoRK

（1966）法によるアイソクロン年代は110±15Ma，87Sr／

86Sr初生値は0．70546±0．00045である．しかし試料の

Rb／Sr比にあまり差がないため精度のよい年代結果は

得られなかった．

　一般にRb－Sr全岩系は後の時代の変成・変質作用の

影響を受けにくく，全岩アイソクロン年代は原岩の生成

年代を示すことが多い・今回測定した岩石についても，

その全岩アイソクロン年代はおそらく花闇岩貫入の年代

を示すものであろう．特に試料6－7は破砕作用の著しい

カタクラサイトであるが，他の試料と比較してRb・Sr
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　　　　　　第1図　坑井位置図
白亜紀花醐岩類（アミ）と氷上花醐岩（黒点）の分布は山田ほか（1982）にょる．

第1表「気仙沼沖」花歯岩コアのRb－Sr測定結果

試料番号 岩着 Rb　　　Sr
（ppm）　　（ppm）

87Rb／86Sr 　　　　　Rb－Srモデル年代＊
87Sr／86Sr　　（Ma）

6－4　　黒雲母花闇岩

6－5　　　　〃

6－7　　　　〃　（カタクラサイト）

96．05

93．73

97．08

147．7

122．5

126．4

1．883

2．216

2．224

0。70839

0．70893

0．70890

127

125

123

＊87Sr∫86Sr初生値を0．705と仮定

含有量にもSr同位体比にも差が認められない．従って

破砕作用はRb－Sr全岩系にはほとんど影響を与えなか

ったものと判断される．

花闘岩コアの110Maという全岩年代は，北上山地花

醐岩類の黒雲母の年代範囲（河野・植田，1964）の上限に

ほぽ等しい．一方87Sr／86Sr初生値0．70546は北上花闇
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基礎試錐r気仙沼沖」花闇岩コアの同位体年代（柴田　賢）
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　　　　第2図　「気仙沼沖」花南岩コアのアイソクロン図
氷上花闘岩のアイソクロン（SHIBATA，1974）及び0．705を初生値とする125Maのアイソクロンも合

わせて示した．

第2表　「気仙沼沖」花闘岩コアのK－Ar年代

試料番号 岩　石 鉱　物
K20
（％）

　40Arrad
（10閑6mJ　STP／g）

Atm．40Ar　年代
　（％）　　　（Ma）

6－4 黒雲母花闇岩　黒雲母

　　　　　　カリ長石

2．59，　2．55

3．42

10．4

12．6

24．6

24．4

121±4

111±4

岩類の初生値0．704～0．705（SHIBATA　and　IsHIHARA，

1979）よりやや高い．しかし前述したようにアイソクロ

ンの誤差が大きいので，年代，初生値共に必ずしも信頼

性の高いものとはいえない．そこで初生値を北上花嵩岩

類の上限であるα705と仮定して，3個の試料につきモ

デル年代を計算してみると127，125，123Maとなり，ア

イソクロン年代よりかなり古くなる．北上山地宮古花嵩

岩類のRb－Sr全岩年代が125Maである（SHIBATA　oた

α」．，1978）ことや，次にのべるK－Ar年代結果からみて，

花闇岩コァの貫入年代は110Maではなくて125Ma前

後と考えた方が妥当であろう．

　試料6－4から分離した黒雲母（緑泥石化）及びカリ長石

について求めたK－Ar年代結果を第2表に示した．黒

雲母とカリ長石の年代は121Maと111Maで，カリ長

石の方が若干若い．黒雲母はK20含有量が2．57％で緑

泥石化が著しいが，年代値は北上花嵐岩類の一般的な黒

雲母年代に等しい．

　次にr気仙沼沖」の花闇岩コァが北上山地のどの花嵐

岩体に対比されるかについて述べてみる．氷上花闇岩の

黒雲母K－Ar年代の中には，白亜紀気仙川花歯岩の貫

入による熱的影響を受けて若がえり115Ma前後の年代

を示すものもあるので（柴田・内海，1975），黒雲母の

K－Ar年代値だけでこの花商岩が氷上花嵩岩ではない，

と断定することはできない．これに対して第2図から明

らかなように花商岩コァのRb－Sr測点は明らかに氷上

花嵐岩のアイソクロンから大きくはなれて下方にプロッ

トされる．さらにRb－Sr全岩系が後の時代の変成・変

質の影響を受けにくいことを考慮して，この花嵩岩は前

期白亜紀に生成されたものであることは間違いない．

　この花嵩岩の特徴として，Sr含有量が他の北上花樹

岩類と比較して著しく低いという点があげられる・Sr

含有量が200ppm以下の岩体は宮古地域の第1帯（片

田・金谷，1980）のみである．岩石学的特徴からも花嵐岩

コァは宮古地方に分布する第1帯の大浦岩体に類似して

いる（石油公団，1985）．従って，r気仙沼沖」花南岩コ

ァは宮古地方の1帯の花闘岩類に対比されよう．もしそ

うだとすると，1帯の花商岩類がほぽまっすぐ南方に延

びて，気仙沼沖に達しているとみなすことができる。こ

のことは北上山地における構造線の配列方向について，

重要な示唆を与えるものである．
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